
 

 

 

《このコーナーでは、ガバナー公式訪問で訪れたクラブについてご紹介します》 

 

会長 児玉 健一   幹事 桑原 透 

 

1952 年の創立で、58 年と地区内で最も古いクラブである。創立時

のガバナーは小林雅一氏（故人）で東京ロータリークラブの出身であり、

スポンサークラブも東京ロータリークラブと新潟ロータリークラブで

あり、それだけでも歴史を感じさせられる。会員数は 2010 年７月 1 日現在 72 名で、

最年長者 86 歳、平均年齢が 60.42 歳である。シャインプラザ平安閣秋田が例会場で、

例会は毎週水曜日 12 時 30 分から 13 時 30 分に開催されます。クラブ会員は、転勤に

よる移動会員が多いのだが、クラブ退会者が集まって親睦の輪（東京）を広げているとの

ことでした。 

年次報告書をみると創立以来の年度ＲＩ会長、世界ロータリーテーマ、ガバナー、地区

の範囲、地区番号の変更、地域分割などと共に秋田ロータリークラブの会長以下役員の記

録が載っており、現在の第 2540 地区に至る経緯が分かる歴史書のようなものである。 

継続活動の中で、地道に奉仕活動をされている方を対象に「歯車賞」を贈呈しているが、

この事業は 1977 年から 30 年以上も継続されている。米山奨学生は 1996 年以降 41

名の受け入れをしており、Ｒ財団国際親善奨学生も 26 名を派遣し、1 名を受け入れてい

る。 

例会時のニコニコでは、自己申告が少ないとのことで、委員から「中秋の名月を見た方、

見 て し ま っ た

方」、「既に新米

を召し上がった

方」或は煙草の

値 上 げ に 伴 い

「買いだめした

方、この機会に

禁 煙 を 誓 っ た

方」などのニコ

ニコのお願いネ

タが発表され、

該当された方々

がニコニコして

いました。 

 


